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表紙説明

じ
い
じ
よ
り
も 

お
に
い
さ
ん
？

P
２　

第
７
回
し
ま
興
し
祭
り

P
３　

シ
マ
の
話
題
そ
の
１
（
和
牛
改
良
組
合
総
会　

他
）

P
４　

シ
マ
の
話
題
そ
の
２
（
中
小
企
業
大
学
講
座　

他
）

P
６　

シ
マ
の
話
題
そ
の
３
（
か
け
っ
こ
教
室　

他
）

P
13　

シ
マ
の
話
題
そ
の
４
（
か
わ
い
い
城
久
バ
ス
停　

他
）

P
14　

シ
マ
の
話
題
そ
の
５
（
子
ど
も
手
当
支
給
開
始　

他
）

P
15　

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

P
16　

島
の
海
に
咲
く
花
（
前
編
）

　手久津久のガジュマル巨木は樹齢こそ不明だが、枝ぶりは日本一かも
しれない。日本最大で有名な和泊町国頭小学校のガジュマルは高さ７ｍ、
幅 22 ｍであるのに対し、手久津久の樹勢は現在、高さ17 ｍ、幅 42 ｍ
とはるかに上回る。
　根を深く張らないガジュマルは、枝から気根（いわゆるヒニ）を垂ら
し、地面に届くと根を張り、新たに幹となる。これらが支え棒となって、
台風に耐えるのだ。
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「
空
席
を
除
い
て
超
満
員
の
み
な
さ

ん
こ
ん
に
ち
は
」
な
ど
と
ダ
ジ
ャ
レ

を
連
発
し
な
が
ら
、
一
度
発
し
た
ら

取
り
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
言
葉
の

大
切
さ
、
お
互
い
を
思
い
や
る
心
と

心
の
触
れ
あ
い
の
尊
さ
を
訴
え
か
け

た
「
マ
ス
オ
さ
ん
」
こ
と
増
岡
氏

「
よ
り
よ
い
島
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」

漁
協
の
鮮
魚
、
商
工
会
の
露
店
、
牛
組

合
の
肉
の
ほ
か
、
苗
木
、
野
菜
、
フ
ワ

リ
な
ど
の
即
売
会
も
大
盛
況

健康相談や脳年齢テスト
体脂肪測定には一喜一憂

高校生メンバーがほとんど
目指せ！フラダンス甲子園

ロビーにも所狭しと各種団体が展示

お菓子のつかみ取り「いっぱいとれた」多くの客でごったがえした
フリーマーケット

やっぱり目当ては
「おたのしみ抽選会」

し
ま
興
し
祭
り
ス
ナ
ッ
プ
集

し
ま
興
し
祭
り
ス
ナ
ッ
プ
集

�

　
「
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
が
優
雅
に
飛
び
交

う
喜
界
島
に
は
大
き
な
可
能
性
が
あ

る
。
常
に
美
し
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持

ち
な
が
ら
、
都
会
に
は
な
い
非
日
常

空
間
を
つ
く
れ
ば
、
自
然
と
人
が
集

ま
っ
て
く
る
」
と
数
十
年
に
わ
た
る

自
身
の
会
社
経
営
哲
学
も
交
え
な
が

ら
訴
え
た
塚
越
氏

産
業
・
文
化
・
健
康
で
活
力
あ
る
島
づ
く
り
！

第
７
回
し
ま
興
し
祭
り

　

島
の
産
業
・
文
化
・
健
康
福
祉
の
祭
典
、
第
７
回
し
ま
興
し
祭
り
が
６
月

26
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

式
典
で
は
、
商
工
部
門
や
福
祉
部
門
な
ど
の
各
分
野
の
「
し
ま
興
し
」
に

功
績
の
あ
っ
た
個
人
14
人
の
表
彰
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
本
町
が
加
盟
す
る
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
塚
越
寛

副
会
長
の
「
幸
せ
な
喜
界
島
の
未
来
に
つ
い
て
」、
ア
ニ
メ
『
サ
ザ
エ
さ
ん
』

の
マ
ス
オ
さ
ん
で
お
な
じ
み
の
声
優
増
岡
弘
氏
の
「
す
べ
て
の
も
の
に
心
を

込
め
て
」
の
講
演
も
あ
っ
た
。

　

会
場
内
外
で
は
、
各
種
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
や
展
示
、
各
種
売
店
、
イ

ベ
ン
ト
等
に
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
詰
め
か
け
た
。
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組合員からは活発な質疑があった

新たに選任された役員ら ( 中央が宝組合長）

講演した町家畜診療所の東獣医師

締めは全員で六調

喜
界
町
和
牛
改
良
組
合
総
会

口
蹄
疫
を
組
合
員
の
団
結
で
乗
り
越
え
よ
う

「
今
こ
そ
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
を
」

　

第
33
回
喜
界
町
和
牛
改
良
組

合
は
６
月
11
日
、
組
合
員
48
人
が

出
席
し
て
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

　

思
照
也
組
合
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
世
界
同
時
不
況
に
よ
る
景
気
も

底
を
打
ち
、
昨
秋
か
ら
子
牛
の
セ

リ
価
格
も
上
昇
の
き
ざ
し
が
あ
っ

た
中
、
口
蹄
疫
の
発
生
で
セ
リ
市

自
体
が
開
催
で
き
な
く
な
っ
た
。

先
行
き
が
不
透
明
で
、
し
ば
ら
く

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ

る
が
、
組
合
員
が
一
致
団
結
し
て

乗
り
切
れ
ば
こ
そ
、
明
る
い
展
望

が
見
え
て
く
る
」
と
訴
え
た
。

　

新
規
就
農
者
（
美
島
勇
人
さ

ん
）
や
各
セ
リ
市
子
牛
高
価
格
販

売
農
家
表
彰
の
後
、
平
成
21
年
度

事
業
報
告
や
収
支
決
算
な
ど
の
議

題
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

　

平
成
22
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
口
蹄
疫
が
終
息
す
る
ま
で
セ

リ
再
開
が
で
き
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
、

・�

牛
舎
の
衛
生
管
理
・
消
毒
の
実

施
な
ど
を
徹
底
し
て
口
蹄
疫
侵

入
防
止
対
策
に
努
め
る

・�

飼
養
管
理
技
術
の
向
上
と
自
給

飼
料
生
産
の
拡
大

・�

種
雄
牛
の
適
正
交
配
や
優
良
雌

牛
の
自
家
保
留
、
高
齢
牛
の
更

新
・�

飼
養
規
模
に
応
じ
た
糞
尿
処
理

施
設
整
備
や
キ
ビ
農
家
と
連
携

し
た
糞
尿
の
完
熟
堆
肥
化

・�

新
規
農
家
の
発
掘
と
支
援

な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
で

は
、
組
合
員
か
ら
口
蹄
疫
対
策
の
取

り
組
み
や
、
移
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
セ
リ
市
場
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ

る
な
ど
活
発
な
議
論
が
あ
っ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
新
組
合
長
に
宝
利

一
郎
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
子
牛
購
買
者
を
誘
致
す
る

た
め
の
輸
送
コ
ス
ト
軽
減
事
業
な
ど

を
す
る
「
喜
界
市
場
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」

の
総
会
、
繁
殖
率
向
上
や
事
故
率
低

減
な
ど
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し

た
「
肉
用
牛
生
産
集
団
」
の
総
会
も

あ
っ
た
。

　

総
会
後
は
、
町
家
畜
診
療
所
獣
医

師
の
東
建
次
さ
ん
が
「
母
牛
の
分
娩

前
後
の
管
理
と
子
牛
の
管
理
」、
県

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
喜
界
駐
在
獣

医
師
の
永
徳
里
歌
子
さ
ん
が
「
衛
生

管
理
と
口
蹄
疫
に
つ
い
て
」
の
演
題

で
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

東
京
奄
美
会
一
行
24
人
が
喜
界
町
を
郷
土
訪
問

　

東
京
奄
美
会
（
佐
藤
持
久
会
長
）

は
郷
土
訪
問
交
流
会
の
一
環
と
し

て
６
月
７
日
、
喜
界
町
を
訪
問
し

た
。
今
回
の
交
流
会
は
A
コ
ー
ス

（
徳
之
島
）
と
B
コ
ー
ス
（
奄
美

大
島
、喜
界
島
）に
分
か
れ
、B
コ
ー

ス
を
選
ん
だ
24
人
（
う
ち
本
町
出

身
者
３
人
）
が
訪
れ
た
。

　

一
行
は
奄
美
大
島
か
ら
空
港
に

降
り
立
っ
て
す
ぐ
に
、
地
下
ダ
ム

や
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
、
手
久

津
久
ガ
ジ
ュ
マ
ル
巨
木
、
城
久
遺

跡
群
な
ど
を
現
地
視
察
。
そ
の
後
、

加
藤
啓
雄
町
長
ら
幹
部
職
員
と
意

見
交
換
し
た
。

　

同
日
夜
に
あ
っ
た
歓
迎
式
典
で

は
、
加
藤
町
長
の
あ
い
さ
つ
や
中

島
智
一
町
議
会
議
長
に
よ
る
乾
杯

の
後
に
、
佐
藤
会
長
が
「
島
内
を

見
回
せ
ば
大
げ
さ
で
な
く
群
島
内

で
一
番
豊
か
な
島
で
あ
り
、
そ
の

D
N
A
を
引
き
継
い
だ
喜
界
会
の

皆
さ
ん
は
東
京
奄
美
会
の
中
で
も

最
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
や

は
り
心
ま
で
豊
か
だ
か
ら
と
納
得

し
た
。
喜
界
の
皆
さ
ん
の
今
日
の

朝
か
ら
の
も
て
な
し
も
一
同
感
動

し
て
い
る
」
と
感
謝
の
あ
い
さ
つ

を
し
「『
貧
者
の
一
灯
』（
※
参
照
）

だ
が
、
心
を
込
め
た
感
謝
と
親
睦

の
し
る
し
」
と
加
藤
町
長
に
金
一

封
を
手
渡
し
た
。

　

ま
た
、
演
芸
の
部
で
は
、
川
畑

さ
お
り
さ
ん
の
島
唄
や
志
戸
桶

十
五
夜
会
に
よ
る
八
月
踊
り
が
交

流
に
花
を
添
え
た
。

　

最
後
は
全
員
参
加
の
六
調
の

後
、
晴
永
清
道
教
育
長
に
よ
る
万

歳
三
唱
で
式
典
を
終
え
た
。

※
貧
者
の
一
灯
と
は
？

　

あ
る
王
が
釈
迦
を
迎
え
た
時
、

多
く
の
金
持
ち
が
競
う
よ
う
に

灯
火
を
と
も
し
て
歓
迎
し
た
。

　

あ
る
少
女
も
貧
し
い
な
が
ら

一
つ
だ
け
灯
火
を
と
も
し
た
と

こ
ろ
、
少
女
の
灯
火
だ
け
は
翌

朝
に
な
っ
て
も
、
明
々
と
し
て

消
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

転
じ
て
、
規
模
や
形
式
よ
り

も
真
心
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
の
例
え
。「
長
者
の
万
灯
よ

り
貧
者
の
一
灯
」
と
も
。

！！



あいさつする豊岡喜界町商工会長

分科会の様子（役職員、会員）

各地区の特産品展示もあった

熱く主張する光さん

�

その２ Topics in KIKAIJIMA

― めざせ全国展開！特産品クリニック in あまみ ―

　 商 工 会 法
施行 50 周年
を 記 念し て
奄 美 大 島 地
区 商 工 会 中
小 企 業 大 学
講 座（ 県 商
工 会 連 合 会
主 催 ） が６

月９日、町内外の商工会員ら約２３０人を集めて役場多
目的ホールで開催された。
　森義久県連合会長や松田典久大島支庁長（代読）、加
藤啓雄町長（代読）につづいてあいさつした豊岡力町
商工会長は「商工会を取り巻く状況は長引く不況や地域
間格差などにより大変厳しいが、地域唯一の総合経済団
体として多様化するニーズに的確かつ機敏に対応するた
め、経営支援機能や会員増強運動を強化したい。また、
農商工連携の特産品開発が全国でなされ、奄美も同様で
ある。今回、このテーマに沿った講演があるので、ぜひ
参考にしていただきたい」と話した。
　講演は２部構成で、食環境ジャーナリストの金丸弘美

さんは、ユズ加工で年に 33 億円と６万人の観光客を生
み出す高知県馬路村の事例をあげながら「都会にない地
元ならではの商品開発が重要」と指摘。また、経営コン
サルタントの渡邊悟さんは、小売・流通業の現状を説明
しながら「地元の物語やこだわりのある商品開発が必要。
大都市だけで
なく地元への
販路拡大が前
提」と指摘し
た。
　分科会もあ
り、役 職 員 や
会員・青年部・
女性部が、そ
れぞれのテー
マで学習した。
　町商工会女性部の松田律子副部長は「市町村合併や

財 政 面 で 誘
致 を 敬 遠 す
る 町 村 が 多
い中、喜界町
で開催した意
義は大きく、
学んだことを
今 後 に 活 か
したい。女性
部 で ミ ニ バ
レ ー ボ ー ル
大会をして、
町 内 外 の 会
員 相 互 の 結
束も図れた」
と 振 り 返 っ
た。

奄美大島地区中小企業大学講座 若い経営者の主張大会は光さん（喜界）が最優秀賞

７
月
は
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

強
化
月
間
で
す
！

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
～
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を

支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
法
務
省
主
催
の
全
国
的
な
運
動

で
す
。

●
期
間

　

平
成
22
年
７
月
１
日
～
31
日
ま
で

●
重
点
事
項

　

�「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い

て
の
理
解
促
進
」

　

�「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

就
労
支
援
」

●
行
動
目
標

　

�

①�

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

　

�

②�

犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

　

�

③�

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う

　

犯
罪
の
な
い
、
明
る
い
地
域
を

私
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
　

喜
界
町
保
護
司
会

会
長　

重
野　

泰
介

若
い
経
営
者
の
主
張
大
会
も
開
催

　

同
講
座
に
先
立
ち
、
若
い
経
営
者
の
主
張
大
会
（
大

島
地
区
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
な
ど
主
催
）
も
喜

界
、
龍
郷
、
和
泊
、
与
論
の
各
青
年
部
代
表
ら
が
参
加

し
行
わ
れ
た
。

　

本
町
商
工
会
青
年
部
を
代
表
し
た
光
正
太
さ
ん
（
イ

ン
テ
リ
ア
光
）
は
、『
青
年
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま

ち
づ
く
り
～
故
郷
喜
界
島
を
愛
し
て
～
』
と
題
し
て
出

場
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
活
気
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
商

店
街
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、
夏
ま
つ
り
や
昨
年
の

皆
既
日
食
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
の
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
し
な
が
ら
、
人
口
減
が

進
む
現
状
に
対
し
て
「
喜
界
島
が
大
好
き
だ
。
ず
っ
と

住
ん
で
い
た
い
」
と
思
わ
れ
る
島
づ
く
り
の
た
め
に
「
新

し
い
試
み
に
挑
戦
し
た
い
」
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
自

身
が
島
外
か
ら
妻
を
迎
え
た
こ
と
に
触
れ
、
独
身
者
の

出
会
い
の
た
め
に
「
今
年
の
夏
に
は
島
外
女
性
を
集
め

て
青
年
部
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も
予
定
し
て
い
る
」

と
島
の
活
性
化
策
も
披
露
し
た
。　
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シマの話題

織田さんにトリオ漫才を仕掛けた部員ら

〝
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
そ
し
て
感
動
あ
り
〟

喜
界
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
第
２
回
定
期
演
奏
会

サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
織
田
さ
ん
が
プ
ロ
の
音
で
圧
倒

　

喜
界
高
校
吹
奏
楽
部
第
２
回

定
期
演
奏
会
が
６
月
６
日
、
人
気

バ
ン
ド
『
米
米
ク
ラ
ブ
』
の
サ
ッ

ク
ス
担
当
と
し
て
も
活
躍
す
る
織

田
浩
司
さ
ん
を
迎
え
て
自
然
休
養

村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

織
田
さ
ん
の
参
加
は
、
旧
知
の

間
柄
と
い
う
吹
奏
楽
部
顧
問
の
西

村
礼
子
さ
ん
の
「
喜
界
島
の
子
ど

も
た
ち
に
本
物
の
音
楽
を
」
と
の

願
い
で
実
現
し
た
。

　

前
日
に
空
路
で
喜
界
島
入
り

し
、
空
港
を
「
バ
ス
停
か
な
？
」

と
勘
違
い
し
た
と
い
う
織
田
さ

ん
は
、
休
む
間
も
な
く
リ
ハ
ー
サ

ル
中
の
生
徒
た
ち
の
元
へ
向
か
っ

た
。
初
め
て
〝
プ
ロ
中
の
プ
ロ
〟

の
音
に
触
れ
た
子
ど
も
た
ち
は

「
違
う
楽
器
み
た
い
」「
鳥
肌
が

立
ち
す
ぎ
て
脱
皮
す
る
か
と
思
っ

た
」
と
驚
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
そ

の
音
楽
へ
の
想
い
に
、
目
を
輝
か

せ
て
聞
い
て
い
た
。

　

当
日
、
ぎ
っ
し
り
並
べ
ら
れ
た

４
０
０
脚
の
イ
ス
は
す
ぐ
に
埋
ま

り
、
立
ち
見
は
も
ち
ろ
ん
、
外
か

ら
窓
越
し
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
観

客
も
い
た
。

　

演
奏
会
は
３
部
構
成
で
、
第

Ⅰ
ス
テ
ー
ジ
は
、
ス
ウ
ェ
ア
リ

ン
ジ
ェ
ン
の
『
M
a
k
e 

A 

J
o
y
f
u
l 

N
o
i
s
e
！
』

や
、
兼
田
敏
の
『
パ
ッ
サ
カ
リ
ア
』

を
含
む
４
曲
。「
昨
年
11
月
の
第

１
回
と
比
べ
て
素
人
で
も
音
の
違
い

が
分
か
る
」（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）
ほ

ど
の
成
長
ぶ
り
を
み
せ
つ
け
た
。

　

第
Ⅱ
ス
テ
ー
ジ
は
一
転
し
て
ア
ニ

メ
や
映
画
音
楽
、
さ
ら
に
は
「
演
歌

メ
ド
レ
ー
」
に
「
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
・

メ
ド
レ
ー
」
と
い
っ
た
馴
染
み
の
あ

る
楽
曲
が
並
ん
だ
。
部
員
ら
は
、
演

歌
の
歌
詞
に
合
わ
せ
て
の
ミ
ニ
コ
ン

ト
や
、
生
ま
れ
る
ず
っ
と
前
に
ヒ
ッ

ト
し
た『
サ
ウ
ス
ポ
ー
』や『
ペ
ッ
パ
ー

警
部
』
を
振
り
付
き
で
披
露
。
コ
ミ

カ
ル
な
表
情
や
動
き
に
会
場
は
大
喝

采
だ
っ
た
。

　

第
Ⅱ
ス
テ
ー
ジ
の
途
中
で
西
村
さ

ん
は
、
今
回
の
演
奏
会
が
最
後
と

な
る
３
年
生
６
人
を
「
本
当
に
音
楽

が
好
き
な
子
ど
も
た
ち
で
す
」
と
一

人
ず
つ
豊
か
な
個
性
を
交
え
て
紹

介
。
指
揮
棒
を
置
い
て
ピ
ア
ノ
の
前

に
座
わ
る
と
、
互
い
の
絆
を
確
か
め

る
よ
う
に
『
W
e 
A
r
e 

t
h
e 

W
o
r
l
d
』
を
７
人
で
奏
で
た
。

　

さ
あ
、
第
Ⅲ
ス
テ
ー
ジ
は
い
よ
い

よ
織
田
さ
ん
の
登
場
！
い
き
な
り『
闘

牛
士
の
マ
ン
ボ
』で
の
圧
倒
的
な〝
音
〟

で
シ
マ
ッ
チ
ュ
の
度
肝
を
抜
き
、『
星

に
願
い
を
』
で
は
心
を
奪
う
。
ま
た
、

曲
が
終
わ
る
た
び
に
部
員
２
人
が
織

田
さ
ん
に
駆
け
寄
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

物
怖
じ
し
な
い
天
真
爛
漫
な
笑
顔
で

「
サ
ッ
ク
ス
い
く
つ
持
っ
て
ま
す
？
」

な
ど
の
質
問
を
し
、
つ
い
に
は
「
い

い
音
出
し
ま
す
ね
」
と
な
ぜ
か
上
か

ら
目
線
。
そ
こ
は
空
気
を
読
み
切
っ

た
織
田
さ
ん
が
「
あ
り
ご
う
ご
ざ
い

ま
す
。
も
っ
と
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

返
し
、
ト
リ
オ
漫
才
さ
な
が
ら
の
や

り
取
り
に
聴
衆
は
大
爆
笑
。
織
田
さ

ん
の
音
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
会
場
を
、

あ
た
た
か
い
空
気
で
包
ん
だ
。

　

最
後
の
曲
の
『
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
』

が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
ア
ン
コ
ー
ル

の
声
が
。〝
ツ
イ
ン
ク
ル
マ
リ
ー
〟（
吹

奏
楽
部
の
愛
称
）
と
揃
い
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
て
再
登
場
し
た

織
田
さ
ん
は
、
沖
縄
民
謡
の
『
安
里

屋
ユ
ン
タ
』を
指
揮
。オ
ー
ラ
ス
の『
宝

島
』
で
は
、聴
衆
も
「
黒
砂
糖
チ
ー
ム
」

と
「
ご
ま
チ
ー
ム
」
に
分
か
れ
て
手

拍
子
で
参
加
し
、
一
体
と
な
っ
て
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。

　
「
本
物
あ
り
、笑
い
と
涙
あ
り
、あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間
。
無
料
な
の
が

申
し
訳
な
い
く
ら
い
」（
ア
ン
ケ
ー
ト

よ
り
）
だ
っ
た
演
奏
会
は
、会
場
い
っ

ぱ
い
の
惜
し
み
な
い
大
き
な
拍
手
と

笑
顔
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

部
員
ら
は
「
本
当
に
楽
し
く
て
終

わ
り
た
く
な
か
っ
た
。
織
田
さ
ん
と

共
演
で
き
て
幸
せ
。
も
っ
と
上
手
く

な
り
た
い
」
と
笑
顔
を
み
せ
、
西
村

さ
ん
は
「
小
さ
な
島
で
こ
ん
な
機
会

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
織
田
さ
ん

を
は
じ
め
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
「
子
ど
も
た
ち
は
共
有
し
た

こ
の
〝
瞬
間
〟
を
忘
れ
ず
に
、
さ
ら

に
自
分
を
磨
い
て
ほ
し
い
。
ず
っ
と

音
楽
を
好
き
で
い
て
ほ
し
い
」と
願
っ

た
。

先生を巻き込んでミニコント

多くの聴衆で埋まった会場

本物の音を響かせた織田さん
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逃げるパンに悪戦苦闘

練習の成果を競う小学生たち

ミニハードルでフォームづくり

稽古を見つめる田子ノ浦親方

�

あ
い
に
く
の
雨
に
も
大
盛
り
上
が
り
！

は
ま
ゆ
り
学
園
小
さ
な
大
運
動
会

　

は
ま
ゆ
り
学
園
は
５
月
29
日
、

第
22
回
お
も
し
ろ
お
か
し
小
さ

な
大
運
動
会
を
同
園
利
用
者
や

家
族
、
職
員
ら
が
大
挙
参
加
し
、

同
園
室
内
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。

　

当
初
、
同
学
園
の
広
場
で
行

う
予
定
だ
っ
た
が
、
晴
天
の
願
い

も
む
な
し
く
雨
模
様
。
急
き
ょ
、

室
内
ホ
ー
ル
に
変
更
し
た
と
い

う
。

　

狭
い
室
内
と
な
っ
て
も
参
加
者

は
大
ハ
ッ
ス
ル
。
雨
天
用
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
出
番
こ
そ
減
っ
た
も
の

の
パ
ン
食
い
競
走
や
ダ
ン
ス
な
ど

に
全
力
プ
レ
ー
し
、
最
後
は
全
員

で
の
六
調
で
大
団
円
。

　

利
用
者
ら
は
町
の
夏
ま
つ
り
で

も
こ
の
勢
い
を
そ
の
ま
ま
に
、
熱

い
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
予
定
だ
。

シャトルを追いかけ熱い汗
'10 夏季バドミントン大会

　喜界町バドミント
ン協会（介見友光会
長）は６月 20 日、町
体育館で夏季バドミ
ントン大会を開催し
た。
　ここ数年、国内で
静かなブームを呼び、
町内でも大きな競技

人口の拡がりをみせるバドミントン競技。
　今大会は、中高生と成年による団体戦３クラスに 12
チーム、個人ダブルス戦３クラスに 34 チームなど 68 人
が参加し、シャトル（羽根）が風に影響されないように
窓が閉め切られる中、熱戦を繰り広げた。なお、奄美市
や鹿児島市から県内トップクラスの選手を含む８人も特
別参加した。
　また、湾、坂嶺、早町、志戸桶の各小学校から 20 チー
ム 40 人が出場し、日頃の練習の成果を競い合った。小学
生の部の試合結果は次のとおり、
　優　勝　上園田さくら・平英里香ペア
　準優勝　上園田ゆき乃・豊野乃香ペア
　３　位　勝柚葉・比嘉晴信ペア
　　　　　大山魁斗・前田敦哉ペア
　見事優勝に輝いた平英里香さん（湾小６年）は「もっ
と練習して次も優勝できるようにがんばりたい」と話した。

「
今
度
の
運
動
会
で
一

等
賞
だ
!!
」
第
１
回
か

け
っ
こ
教
室

　
「
短
距
離
走
の
基
本
的
フ
ォ
ー
ム
づ

く
り
」「
個
人
で
取
り
組
め
る
練
習
方

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
１
回
か
け
っ

こ
教
室
（
町
陸
上
協
会
主
催
）
が
６

月
19
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
っ

た
。

　

ま
ず
、
オ
ニ
ご
っ
こ
で
体
を
温
め

て
、
腕
ふ
り
や
も
も
上
げ
、
短
距
離

走
に
必
要
な
リ
ズ
ム
感
を
や
し
な
う

た
め
の
ス
キ
ッ
プ
で
準
備
運
動
。
次

に
、
地
面
に
置
い
た
ラ
ダ
ー
（
縄
ば

し
ご
）
や
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
の
上
を
飛

び
跳
ね
る
な
ど
色
々
な
パ
タ
ー
ン
で

移
動
し
、
理
想
的
な
フ
ォ
ー
ム
を
身

に
付
け
る
練
習
を
し
た
。

　
「
そ
の
調
子
、
じ
ょ
う
ず
だ
よ
」
な

ど
と
、
や
さ
し
く
楽
し
く
指
導
し
た

陸
上
協
会
の
梶
原
貴
史
さ
ん
は
「
こ

の
練
習
で
す
ぐ
に
速
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
ひ
と
り
で
も
簡
単
に
練

習
で
き
る
の
で
楽
し
く
繰
り
返
す
こ

と
が
大
切
」
と
説
明
し
た
。

　

前
川
大
晴
く
ん
（
湾
小
３
年
）
は

「
け
っ
こ
う
簡
単
だ
か
ら
練
習
し
て
速

く
な
り
た
い
」
と
話
し
た
。

田
子
ノ
浦
親
方
が
相
撲
連
盟
を
訪
問

藤
原
龍
太
郎
く
ん
に
も
注
目

  

大
相
撲
の
田
子
ノ
浦
親
方
（
元
前

頭
筆
頭
久
島
海
）
が
６
月
10
日
、
喜

界
島
を
訪
れ
、大
島
地
区
大
会（
郡
体
）

に
出
場
す
る
相
撲
連
盟
の
選
手
ら
を

激
励
し
た
。

　

親
方
は
選
手
ら
の
稽
古
に
熱
い
視

線
を
送
り
、
大
人
に
交
じ
っ
て
稽
古

す
る
藤
原
龍
太
郎
く
ん
（
早
中
１
年
）

に
は
「
一
所
懸
命
、
指
導
者
に
し
た

が
っ
て
素
直
に
稽
古
し
て
い
る
。
今

は
体
力
を
つ
く
り
、
前
に
出
る
こ
と

だ
け
を
考
え
れ
ば
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
送
っ
た
。

豆
力
士
に
ま
わ
し
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
橋
本
さ

ん
（
元
薩
喜
海
）
ら

　奄美出身の関取や力士でつ
くる日本相撲協会島人会はこの
ほど、島のわんぱく力士にまわ
しをプレゼントした。
　同会では、ふるさとへの恩
返しとして様々な活動をしてお
り、今回は橋本隆雄さん（元薩
喜海、昨年引退）の引退を記
念して喜界島のわんぱく力士に
贈られたという。
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ご存知ですか？国民年金
国民年金保険料の全額免除制度、一部納付（免除）制度、若年者納付猶予制度について

国民年金の
若年者納付猶予制度
保険料免除制度一部納付（免除）制度

●�経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、申請により保険料の納付が免除・猶予と

なる「保険料免除制度」や「若年者納付猶予制度」があります。

●�保険料の免除や猶予を受けず保険料が未納の状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障

害基礎年金・遺族基礎年金が受けられない場合があります。

※学生及び任意加入被保険者の方は、対象外です。

※学生の方で国民年金保険料を納付することが困難な場合は、学生納付特例制度をご利用ください。

※保険料の免除制度には、退職（失業）による特例があります。

くわしくは・・・

対象者は？
　日本国内に住むすべての人は、２０歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務づけら

れていますが、学生については、申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けら

れています。本人の所得が一定以下（注１）の学生（注２）が対象となります。なお、家族の方の所得の多寡は

問いません。

（注１）

    平成２２年度の所得基準（申請者本人のみ）  １１８万円＋扶養親族等の数３８万円＋社会保険料控除等

（注２）

   学生とは、大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校 （※）、一部の海外大

学の日本分校に在学する方で 夜間・定時制課程や通信課程の方も含まれますので、ほとんどの学生の方が対象と

なります。

※ 各種学校　⇒　修業年限が１年以上の課程に在学している方に限ります。

 ( 私立の各種学校については都道府県知事の認可を受けた学校に限られます）

※経済的に余裕がある場合は、保険料を納付するほうがおトクです

　保険料の後払い（追納）は、保険料が高くなることはあっても、安くなることはありません。経済的に余裕があ

る場合は、口座振替の早割制度、保険料の前納制度を利用されることをおすすめします。

奄美大島年金事務所　（代表）５２－４３４１
お気軽にお問い合わせください。

学生納付特例制度



�

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

平
成
22
年
度
喜
界
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
総
会

　

６
月
１
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
で
標
記
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
22
年
度
事
業
計
画

（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）
と
も
に

承
認
さ
れ
た
ほ
か
次
の
こ
と
が
決
議

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
各
家
庭
や
地
域

で
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

「
青
少
年
育
成
の
日
（
第
３
土
曜

日
）」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

子
ど
も
会
活
動
等
は
、「
青
少
年

育
成
の
日
（
第
３
土
曜
日
）」
に
実

施
す
る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
る
。

■�

「
家
庭
の
日
（
第
３
日
曜
日
）」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
「
国
民
読
書
年
」
の
あ
た
る
今
年
、

「
家
庭
の
日
（
第
３
日
曜
日
）」
に
親

子
読
書
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

第
37
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会

【
サ
ッ
カ
ー
競
技
】
の
日
程
変

更
に
つ
い
て

　

４
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
本
年
度

の
主
要
行
事
の
う
ち
、
７
月
25
日

（
日
）
に
開
催
予
定
の
第
37
回
大
島

地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別
交
歓

大
会
（
サ
ッ
カ
ー
競
技
）
は
、
８
月

７
日
（
土
）
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

水
難
事
故
防
止
に
向
け
て

　

夏
休
み
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
本
格

的
な
夏
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
季
節

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
暑
さ
に

負
け
ず
、
子
ど
も
た
ち
も
勉
強
に
運

動
に
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
夏
休
み
が
近
づ
く
に
つ

れ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
に
も
気
の
緩

み
が
み
ら
れ
、
こ
う
し
た
時
期
は
、

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
が
ち
で
す
。
最

近
、
水
難
事
故
に
よ
る
子
ど
も
の
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。
水
難
事
故
防
止
に
向
け
て

各
家
庭
で
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
今

一
度
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

○
保
護
者
同
伴
で
泳
ぎ
に
行
く
。

○
一
人
で
泳
が
な
い
。

○�

遊
泳
禁
止
場
所
で
は
絶
対
泳
が
せ

な
い
。

○�

お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た

ら
、
大
声
で
近
く
の
人
に
知
ら
せ

る
。
ロ
ー
プ
や
棒
を
利
用
し
て
助

け
る
。

　

７
月
21
日
～
８
月
31
日
ま
で
水
難

事
故
防
止
運
動
強
調
期
間
で
す
。

　

本
町
か
ら
も
代
表
チ
ー
ム
が
参
加

し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
御
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
℡
65
ー
3
5
2
2
）

肺
が
ん
検
診
で
精
密
検
査
が
必
要

な
方
に
は
紹
介
状
を
お
届
け
し
ま

し
た
。

　

通
知
が
な
か
っ
た
方
は
、
今
回

の
検
診
で
は
異
常
が
な
か
っ
た
方

で
す
。

　

来
年
も
ぜ
ひ
、
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
紹
介
状
が
届
い

た
方
は
、
早
め
に
精
密
検
査
を
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

肺
が
ん
検
診
の
結
果
が

届
き
ま
し
た

　

気
温
が
上
昇
す
る
夏
は
、
食
品

が
傷
み
が
ち
で
す
。
食
中
毒
の
菌

が
増
え
る
条
件
は
、
栄
養
と
温
度

と
時
間
で
す
。

☆
食
中
毒
予
防
の
三
原
則

一
、
菌
を
つ
け
な
い

二
、
菌
を
増
や
さ
な
い

三
、
菌
を
や
っ
つ
け
る

☆
家
庭
で
で
き
る
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

① 

買
い
物
を
す
る
と
き

・ �

冷
蔵
・
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は

す
ぐ
冷
凍
・
冷
蔵
庫
に

夏
の
健
康
管
理

食
中
毒
を
防
ご
う
！

②
食
品
の
保
存

・�

冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
に
。（
で
き
る

だ
け
開
け
閉
め
を
少
な
く
、
詰
め

す
ぎ
に
注
意
。）

③
下
準
備
や
調
理

・ �
調
理
前
に
石
け
ん
と
流
水
で
手
を

洗
う

・�

生
の
肉
・
魚
を
切
っ
た
包
丁
や
ま

な
板
は
洗
剤
と
流
水
で
洗
っ
て
か

ら
、
他
の
食
材
に
使
用
す
る
。

・�

解
凍
は
で
き
る
だ
け
、
冷
蔵
庫
の

中
や
電
子
レ
ン
ジ
で
。

・�

包
丁
、
ま
な
板
、
ふ
き
ん
、
た
わ

し
な
ど
の
消
毒
を
（
漂
白
剤
や
熱

湯
・
煮
沸
で
）

・�

加
熱
調
理
す
る
食
品
は
、
し
っ
か

り
中
心
ま
で
十
分
に
加
熱
を
。

・�

生
で
食
べ
る
野
菜
や
果
物
も
流
水

で
十
分
洗
う
。

⑤
食
べ
る
と
き

・�

暖
か
い
物
は
暖
か
い
う
ち
に
、
冷

た
い
物
は
冷
た
い
う
ち
に

　

熱
中
症
は
高
温
・
多
湿
の
気
候
の

中
で
体
の
温
度
調
整
機
能
が
う
ま
く

い
か
な
く
な
る
状
態
で
す
。
と
く
に

高
齢
者
や
乳
幼
児
に
か
か
り
や
す
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

☆
熱
中
症
の
症
状

・
立
ち
く
ら
み
、
め
ま
い
、
吐
き
気

・
大
量
の
汗

・
ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
す
る
頭
痛

・
体
が
ぐ
っ
た
り
し
て
力
が
入
ら
な
い

・
こ
む
ら
返
り

☆ 

予
防
の
心
得

〈
体
調
を
整
え
る
〉

　

睡
眠
不
足
や
体
調
が
良
く
な
い
と

き
は
、
炎
天
下
で
の
外
出
や
運
動
を

避
け
る
。

〈
服
装
〉

　

通
気
性
の
良
い
服
を
着
て
、
外
出

時
は
帽
子
や
日
傘
を
。

〈
こ
ま
め
に
水
分
補
給
〉

　

喉
の
渇
き
を
感
じ
て
一
気
に
飲
ん

で
も
吸
収
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、

少
量
ず
つ
こ
ま
め
に
。

〈
室
温
の
調
整
〉

　

屋
内
は
換
気
や
ク
ー
ラ
ー
、
扇
風

機
の
使
用
で
気
温
を
下
げ
る
。

☆ 

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
時
は

・ �

涼
し
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い

た
室
内
へ
移
す

・ 

衣
服
を
ゆ
る
め
る

・ 

体
を
冷
や
す

　

脇
の
下
な
ど
に
冷
た
い
タ
オ
ル
な

熱
中
症
に
ご
注
意
！

ど
を
当
て
た
り
、
霧
吹
き
等
で
体
に

水
分
を
か
け
、
仰
い
だ
り
し
て
体
温

を
下
げ
る
。

・
水
分
を
補
給
す
る

　

０
．
１
％
程
度
の
塩
水
・
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
を
少
し
ず
つ
補
給
す
る
。

・�

重
症
の
場
合
や
子
ど
も
さ
ん
や
高

齢
者
の
方
な
ど
で
元
気
が
な
い
場

合
な
ど
は
、
軽
視
せ
ず
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
（
臨
時
日
程
）
の
お

知
ら
せ

〈
日
時
〉
８
月
２
日
（
月
）　　

　
　
　
　
午
後
２
時
45
分
～
４
時　

〈
場
所
〉
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

〈
接
種
内
容
・
対
象
〉

●�

三
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
・

百
日
咳
）：
生
後
３
ヶ
月
～
小
学
校

入
学
前
ま
で

●�

二
種
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ

ア
）：
小
学
校
６
年
生

●
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

　

一
期
：
滿
１
歳
～
２
歳
未
満

　

二
期
：
幼
稚
園
年
長
組

　

三
期
：
中
学
１
年

　

四
期
：
高
校
３
年

●�

日
本
脳
炎
：
Ｈ
19
年
１
月
～
６

月
生
ま
れ

　

と
く
に
接
種
対
象
機
関
の
短
い

二
種
混
合
や
Ｍ
Ｒ
は
、
年
度
末
に

な
っ
て
慌
て
な
い
よ
う
で
き
る
だ

け
、
夏
休
み
の
中
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

〈
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
〉

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

℡
65
―
３
５
２
２
ま
で

〔
お
断
り
〕

　

６
月
24
日
実
施
の
「
三
歳
児
健

診
虫
歯
な
し
」
の
お
子
さ
ん
の
写

真
は
８
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。



（公財）鹿児島県環境検査センター
　TEL　099-223-3185
喜界町役場水環境課
　TEL　65-1111（内 75）

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽
定期検査

（５～ 10 人槽） 4,000 円 6,000 円

暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

10

浄化槽の法廷検査受検のお願い
～よりよい水環境を守るために～

浄化槽管理者には、浄化槽の使用にあたり、保守点検、清掃、
法定検査の３つの義務があります。

法定検査は、浄化槽の
定期健康診断なんだ！

　浄化槽法では、適正な使用、保守点検、清掃が行われているか、また、きれいな水が放流

されているかを確認する法定検査が義務づけられています。

　検査は、知事が指定した検査機関である（公財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事

前にハガキで通知した検査日にお伺いし、現場での検査と浄化槽の放流水を持ち帰って水質

検査を行います。（契約している保守点検業者が行う保守点検とは別ものです。）

　つきましては、検査の趣旨をご理解の上、受検していただきますようお願いします。

内　容 人間でいえば・・ 自動車でいえば・・

保守点検
機器の点検・調整・害虫の駆
除や消毒薬の補充などを行い
ます。

日常の健康管理 日常点検や修理

法定検査

設置工事や保守点検を含めた
維持管理が適正になされてい
るかを確認し，水質検査や外
観検査，書類検査を行います。

定期健康診断 車　検
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暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

12

ＥＣ（電子商取引）の導入・活用の相談に対応します！
ECコーディネーター、マーケティングコーディネーターにおまかせください

　「かごしま産業支援センターでは、鹿児島県からの委託により「ＥＣ（電子商取引）コー

ディネーター設置事業」を開始し、県内中小企業における電子商取引の導入・活用を

促進するために、ＥＣ（電子商取引）の導入・活用、課題を具体的に助言できる専門家（Ｅ

Ｃコーディネーター）、及びマーケティングに関する様々な問題を具体的に指導・助言

できる専門家（マーケティングコーディネーター）を設置いたしました。

　ＩＴ・ＥＣ（電子商取引）など、インターネットを活用したビジネスの「始め方」や「改

善ポイント」をアドバイスいたします。

　お困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。（相談無料）

◆相談対応の例
・インターネットでの販売を始めたい。
・いまのインターネットショップのアクセス数を増やしたい
・ネットショップの流通・広告などについて知りたい
・売上げの伸び悩みの対策を助言して欲しい

などについて相談対応（指導・助言）いたします。

ＥＣコーディネーター設置事業概要

ＩＴ・ＥＣ全般の支援の能力強化

●問合わせ先● 
（財）かごしま産業支援センター　情報支援課　( 坂ノ上、田中 )
TEL：０９９－２１９－１２７５　ＦＡＸ：０９９－２１９－１２７９

E-MAIL：info@po.kric.or.jp



13　Kikai Public Relations 2010.7

シマの話題 その４ Topics in KIKAIJIMA

ネコバスは子どもにしか見えません

新しくなった公衆トイレ新設された東屋（あずまや）

訪れやすくなった中里戦闘指揮所跡

みんなに「ありがとう」を伝えたい・・・
甥の闘病と周囲の絆をつづる
　塩道に住む三山泰代さんは６
月 15 日、骨肉腫（ガン）のな
かでも５％の確率でしか発症し
ないという大変まれな難病「ユー
イング肉腫」により天国へと旅
立った甥である黒田豊さんの闘
病記『笑って ･･･ 豊』を出版した。
　豊さんは小学６年の時に発症
し、家族や周囲の懸命な支えも
むなしく平成 19 年１月、14 歳
という若さで短い生涯を終えた。
　三山さんは当初、入院前から
の状況を個人的に記し、「豊が頑
張る姿」を自費出版する予定だっ

たという。その後、出版社の目
に留まり、周囲のアドバイスも
あって背中を押されるように全
国出版に踏み切ったという。
　この本は三山さんの妹で、豊
さんの母親である百代さんの目
線で書かれており、息子が病魔
と闘う姿をとおして「より多く
の人たちに『豊が生きた証し』
を届けたい。そして感謝したい」
との想いで綴られている。

遊
歩
道
に
ト
イ
レ
な
ど
完
成

　
『
夕
陽
の
散
歩
道
』
の
別
名
を
持
つ

荒
木
中
里
遊
歩
道
の
休
憩
所
（
タ
ン

ニ
ャ
ミ
展
望
所
そ
ば
）
に
こ
の
ほ
ど
、

ト
イ
レ
と
東
屋
（
あ
ず
ま
や
）
が
完

成
し
た
。

　

ト
イ
レ
は
以
前
か
ら
設
置
さ
れ
て

い
た
が
老
朽
化
が
進
み
、
使
用
に
支

障
を
来
し
て
い
た
た
め
建
て
替
え
た
。

ま
た
、
東
屋
は
利
用
者
の
休
憩
所
や

日
除
け
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
。

三山泰代著　 『笑って･･･豊』 　文芸社刊　◎定価（本体1,100円 +税）

中里戦闘指揮所跡を周辺整備
  喜界島が太平洋戦争の激しい戦場となったことを物語る
中里戦闘指揮所跡（平成 14 年町記念物（史跡）指定）が
このほど、生々しい戦闘の痕跡もそのままに、周囲に砂利
を敷き、雑木を取り払うなど再整備された。
　喜界町史によると、この史跡は昭和 19 年、海軍佐世保
鎮守府司令部から派遣された宮本大尉率いる設営部隊に
より、今の喜界島空港にあった不時着飛行場を正規飛行
場として拡張する際、掩体壕（えんたいごう、航空機を敵
の攻撃から守るための格納庫）などと同時に設置され、同
年９月には飛行
場 守 備 隊 で あ
る巌 部 隊 が 駐
屯した。当時は
敵 の目 を あ ざ
むくため、施設
全 体 に 盛 土し
ていたという。

　

城
久
集
落
の
バ
ス
停
が
こ
の
ほ

ど
、
か
わ
い
ら
し
く
立
て
替
え
ら

れ
た
。
同
バ
ス
停
は
こ
れ
ま
で
、

正
面
に
は
と
び
ら
が
な
い
た
め
利

用
者
は
雨
風
を
し
の
ぎ
に
く
く
、

老
朽
化
も
目
立
っ
て
い
た
。
そ
こ

で
同
集
落
は
立
て
替
え
を
決
定
し

た
と
い
う
。
そ
の
際
、「
た
だ
建
て

る
だ
け
で
は
面
白
く
な
い
」
と
、

広
告
業
を
営
む
沖
康
典
さ
ん
に
壁

に
絵
を
描
く
よ
う
依
頼
し
た
。

　

描
か
れ
た
絵
は
、
チ
ビ
ッ
コ
た

ち
に
絶
大
な
人
気
の
ア
ニ
メ
映
画

『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』
の
ト
ト
ロ
と

主
人
公
の
女
の
子
サ
ツ
キ
が
雨
宿

り
す
る
シ
ー
ン
。

　

さ
っ
そ
く
親
と
見
物
に
き
た
女

の
子
は
「
暗
く
な
る
と
ネ
コ
バ
ス

（
同
ア
ニ
メ
の
バ
ス
の
形
を
し
た
巨

大
ネ
コ
）
が
く
る
か
な
あ
？
」
と

目
を
輝
か
せ
た
。

ネコバスに乗れるかも！？
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手入れされた庭造りに興味津々

MBC がテレビ取材に訪れた
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ガーデニングツアーで
美しい庭造りの勉強会

  花や庭造りの愛
好者が多いシマッ
チュ。その中でも、
特に周囲や道行く
人の注目を集める
家々を参考に、庭
造りや観光に活か
そうと６月 20 日、
ガ ー デ ニ ン グ ツ
アーが開催された。訪問先は 10 軒で、いずれも民家。
　当日朝、役場に集まった 26 人の参加者は、訪問先で
の注意事項などの説明を受けた後、バスに乗り込んだ。
　参加者らは行く先々で、花や防風林、築山、石やサン
ゴを利用した花壇など、それぞれアイデア満点に工夫さ
れた庭造りを見て歩き「○○さんヌヤンメーヤ、メーカ
ラ、ミリブサタスジャガ」「ウンヒーヤ、シマディーヌム
ンカイ。ミンダサーヌカ」「ウンヤーヌ、ツッチャマー、
ケンブツジャソー。マニシランバ」などと話し合いなが
ら、熱心に見学していた。

　ガーデニングツ
アー後は、湾方面
が眼下に一望でき
る城久集落のトゥ
ヌムトゥ公園で昼
食 をとりな がら、
庭造り談義に花を
咲かせた。

県
内
で
い
ち
早
く
子
ど
も
手
当
支
給
ス
タ
ー
ト

９
７
６
人
に
約
２
２
０
０
万
円

　

６
月
に
支
給
可
能
と
な
っ
た

『
子
ど
も
手
当
』
が
６
月
４
日
、

県
内
で
の
先
陣
を
き
っ
て
本
町
で

支
給
さ
れ
た
（
同
日
に
和
泊
町
や

鹿
児
島
市
な
ど
４
市
町
）。

　

子
ど
も
手
当
は
15
歳
ま
で
を

対
象
に
、
月
１
万
３
千
円
（
来
年

度
以
降
は
月
２
万
６
千
円
の
予

定
）
を
年
３
回
（
６
・
10
・
２
月
）

に
分
け
て
支
給
さ
れ
る
。

　

今
回
は
４
～
５
月
分
の
支
給
と

な
り
、
対
象
と
な
る
４
９
０
世
帯

中
、
申
請
の
あ
っ
た
４
８
２
世
帯

９
７
６
人
に
、
２
２
７
２
万
４
千

円
が
支
給
さ
れ
た
。
ま
た
、
昨
年

度
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
児
童
手

当
２
～
３
月
分
の
約
１
０
０
０
万

円
も
あ
わ
せ
て
支
給
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
ほ
と
ん
ど
が
銀
行

等
へ
の
口
座
振
込
で
受
給
す
る
と

あ
っ
て
、
担
当
す
る
役
場
保
健
福

祉
課
の
窓
口
は
静
か
で
あ
っ
た
。

　

現
金
支
給
を
選
び
、
窓
口
を
訪

れ
た
女
性
は
「
子
を
持
つ
親
と
し

て
大
変
あ
り
が
た
い
が
、
来
年
以

降
の
財
源
が
心
配
。
将
来
の
進
学

費
用
と
し
て
貯
金
し
た
い
が
食
費

に
消
え
る
か
も
」
と
話
し
た
。

母子寡婦福祉資金をご存知ですか！！
※ 母子寡婦福祉資金ってなに？

　母子家庭の母親および寡婦（寡婦（かふ）とは、夫と死別または離別し、再婚していない女性のこと）の経済的自
立の助成と生活意欲の助長をはかり、扶養している児童の福祉を増進する資金です。

※ 母子寡婦家庭の母には、次の貸付制度があります。
●修学資金
　就学に必要な授業料、教科書代、学用品代、通学費、アパート代などに充てる費用

●修学支度資金
　学校や修業施設に入所させるのに必要な入学料、アパート・寮の敷金、権利金、制服購入費

●生活資金
　母親の失業期間中における生活の安定と再就職活動の促進を図るための生活費を補給する資金

※ 他にも、無利子や低利子の事業（開始・継続）資金など、さまざまな貸付制度や優遇制度があります。

　また、貸付には条件もあります。詳しくは下記までお気軽にお問い合わせください。

大島支庁喜界事務所福祉係　（６５）０１１４
喜界町母子寡婦福祉会　進 リユウ子　（６５）２０１３



15　Kikai Public Relations 2010.7

こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

戸
籍
の
窓

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

氏　
　
　

名

梅
原　

タ
ケ

郡
山　

隆
一

三
浦　

義
隆

西
島　

常
吉

星
野　

彰

上
島　

忠
紀

生　
　

マ
ツ

徳
久　

タ
カ

春
岡　

マ
ツ

吉
岡　

一
枝

朝
崎
米
一
郎

中
原
チ
ヱ
子

年
齢

88
才

50
才

72
才

80
才

89
才

96
才

95
才

89
才

94
才

88
才

85
才

82
才

住

所

志
戸
桶

志
戸
桶

佐
手
久

上
嘉
鉄

中

里

伊

砂

上
嘉
鉄

赤

連

上
嘉
鉄

小
野
津

赤

連

手
久
津
久

住

所

赤

連

湾

　

氏　

名　

相
良　

忠
之

宜
名
真
明
日
香

喜界町の推計人口
（平成 22 年７月１日現在）

世 帯 数   ・・・・ 3,735 戸 （ △ ８）

人 口   ・・・・ 8,110 人 （ △ ９）

男   ・・・・ 3,896 人 （ △ ６）

女   ・・・・ 4,214 人 （ △ ３）

（　）は前月比

く
れ
な
い
の
季と

き

の
花
咲
く
我
が
庭
の

さ
つ
き
み
に
ば
ら
今
盛
り
な
り

豊
島　
　

瞳

山
々
の
木
立
ち
の
青
葉
き
ら
め
き
て

夕
影
背
に
し
て
若
み
ど
り
映
ゆ

前
田
喜
代
美

島
唄
の
調
べ
懐
か
し
旅
の
宿

我
が
ふ
る
さ
と
の
恋
し
か
り
け
れ

平
島　

初
子

骨
折
し
老
い
づ
く
母
の
リ
ハ
ビ
リ
は

貝
殻
細
工
で
指
慣
ら
し
居
り

島
崎　

久
代

築
山
の
珊
瑚
石い

し
き
だ段

幾
段
に
向
き
向

き
に
立
つ
島
百
合
愛
し

中
澤　

ヒ
デ

幾
歳
の
根
元
離
れ
て
流
木
は

寄
る
辺
な
く
し
て
波
間
漂
う

徳　
　

成
寿

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

夏
立
て
る
朝
の
臥ふ

し
処
に
寝
て
お
れ
ば

身
に
透
り
く
る
鶯
の
声

嶺
倉　

祝
子

身
も
か
る
く
目
覚
め
し
朝
の
庭
に

佇
ち
深
く
氣
を
吸
う
一
日
の
序
章

林　
　

蓮
香 

鶯
の
鳴
く
音
に
合
わ
せ
返
事
す
る

吾
が
声
ひ
び
け
朝
の
裏
藪

有
村　

道
子

朝
毎
の
祈
り
を
終
え
て
見
る
庭
に

南
天
の
花
白
く
揺
れ
お
り

 

平
尾　

チ
ヨ

あ
さ
朝

あ
し
た

こ
と
ば
の
ひ
び
き
確
か
む
る

今
日
の
ひ
と
日
よ
つ
つ
が
な
く
あ
れ

美
代　

イ
シ

雨
の
後
朝
陽
に
映
え
し
庭
に
舞
う

オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ
は
天
使
と
思
う

 

弥
島　

幸
子

〈
萌　

葉　

会
〉

コ
ン
サ
ー
ト
心
の
棘
を
溶
き
流
し

生
き
る
力
を
よ
み
が
え
ら
せ
し

井
澤
紀
美
子

社
協
だ
よ
り

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

生
田　

蒼そ

ら空

壽
岡　

宥ゆ
う
す
け佑

中
尾　

海か
い
り里

博

信

隆

徳

隆

雄
上
嘉
鉄

中

里
湾

星　

野　

元　

子

生　

田　

英　

一

三　

浦　

政　

子

梅　

原　

賢　

司

光　

山　
　
　

保

春　

岡　

繁　

市

吉　

岡　

初　

江

生　
　
　

敏　

廣

早　

町

上
嘉
鉄

佐
手
久

志
戸
桶

荒　

木

上
嘉
鉄

小
野
津

上
嘉
鉄

前
川　

新あ
ら
た太

生
島　

寛ひ
ろ
と翔

吉
川　
　

岳が
く   

清

敏

辰

規

幸

治
赤

連

塩

道
湾

喜界島出身者・喜界島ファンのみなさまへ！
第 29回喜界町夏まつり協賛金（寄付）のお願い

　「島の夏を彩る風物詩」である喜界町夏まつりを７月３１
日 ( 土 )、８月１日 ( 日 ) に開催いたします。今ではすっかり
定着いたしました喜界町夏まつりは、町民の親睦融和と本町
産業の発展を目的として開催いたしております。
　日頃から、ふるさと喜界町の発展を想う「タビに暮らすシ
マッチュ」「喜界島ファン」の皆様、昨今の厳しい経済情勢
ではありますが、趣旨へのご理解とご賛同をいただき、協賛
金をたまわりますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

喜界町夏まつり協賛会会長　加藤啓雄

問合先 　喜界町夏まつり協賛会事務局（役場企画課内）
電話 ０９９７（６５）１１１１（内線２３、２４）

振込み先
　鹿児島銀行 喜界支店 ( 普 ) ２６１８２９
　喜界町夏まつり協賛会　会長　加藤啓雄



アデヤカミノウミウシ

アンナウミウシ

キイロウミコチョウ

キカモヨウウミウシ

ヨゾラミドリガイ

コールマンウミウシ

シンデレラウミウシ

キスジカンテンウミウシ

キベリアカイロウミウシ
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〈前編〉島の海に咲く花
　今月号と来月号は『島に咲く花』をお休みして『島の海に咲く花』としてウミウシの紹介をします。写真と説明文は、
ダイビングとウミウシを愛する薗田千絵さん（赤連）です。
　シンデレラ、ルージュ、ヨゾラなど、素敵な名前とアデヤカなドレスを与えられた、体長わずか数ミリのとても
可愛い喜界島の仲間たちをご鑑賞ください。

ウミウシがいる喜界島の海
 文：薗田千絵巻き貝の仲間、ウミウシたち

　２本の触覚がウシのツノのように見えるため名付けられたウミウシは、
サザエなどの巻き貝の仲間で、喜界島のどこの海を潜っても確認できます。
　ダイバー人口が少なく、海のそばにいながら海の生き物を知らない人が
多い喜界島ですが、その美しさ、癒し、サンゴの元気な姿など、海から与
えられるものは多いのです。
　また、ウミウシ以外にもとても魅力的な生き物が生息してます。ダイビ
ングを愛してやまない理由は、潜るたびに違う海が、そこにあるからです。

ウミウシを撮る理由
■動きが遅く写真に最適　■イロが鮮やか　■小さくて、かわいい　■未
知で魅力的　■誰からも見られない世界だからこそ撮ってあげたい　など
です。
　島歴２年目の私がウミウシに魅せられたのは、昨年の 11 月です。「単調
に海に潜っていても・・・」と思い、「島でウミウシを２００種見つけたい !!」
と目標を立てました。現在、80 種ほど確認しています。そこで、ウミウシ
図鑑を作っています。
　島を去る日が来れば、「なにか島に残して行けたら」と。

（次号へつづく）
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